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農
水
省
は
１２
月
１５
日
、
同
日
の
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
の
答
申

を
受
け
て
、
１８
年
度
畜
産
物
政
策
価
格
等
を
決
定
し
た
。
新
た
な
加
工
原
料
乳
生
産
者

補
給
金
制
度
に
基
づ
く
交
付
単
価
は
、
１７
年
度
よ
り
１
㌔
１０
銭
引
き
上
げ
、
１０
円
６６
銭

と
し
た
。
指
定
食
肉
の
安
定
価
格
は
牛
肉
を
引
き
上
げ
、
豚
肉
は
据
え
置
い
た
。
肉
用

子
牛
の
保
証
基
準
価
格
及
び
合
理
化
目
標
価
格
は
す
べ
て
の
品
種
で
引
き
上
げ
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
は
、
４
月
か
ら
の
畜
産
経

営
安
定
法
改
正
に
と
も
な

い
、
現
行
の
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
以
外
も
交
付
対
象
に

な
る
。
１８
年
度
か
ら
は
、「
加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
」

と
「
集
送
乳
調
整
金
」
に
分

け
て
交
付
す
る
。

補
給
金
に
含
む
集
送
乳
コ

ス
ト
は
「
集
送
乳
に
最
低
限

必
要
な
コ
ス
ト
」の
み
計
上
。

集
送
乳
調
整
金
は
、
集
送
乳

コ
ス
ト
の
高
い
条
件
不
利
地

域
も
含
め
、
あ
ま
ね
く
生
乳

を
集
め
る
た
め
の
コ
ス
ト
。

直
近
３
年
平
均
の
「
集
送
乳

コ
ス
ト
の
全
国
平
均
値
」
と

「
集
送
乳
に
最
低
限
必
要
な

コ
ス
ト
」
の
差
を
単
価
と
し

て
算
定
す
る
。
新
た
な
補
給

金
は
８
円
２３
銭
、
集
送
乳
調

整
金
は
２
円
４３
銭
と
な
っ

た
。合
わ
せ
て
１０
円
６６
銭
で
、

１７
年
度
よ
り
１０
銭
の
引
き
上

げ
と
な
っ
た
。

総
交
付
対
象
数
量
は
、
乳

製
品
向
け
に
必
要
と
な
る
生

乳
供
給
量
を
算
定
す
る
。
推

定
乳
製
品
向
け
生
乳
消
費
量

３
５
４
万
㌧
か
ら
、
カ
レ
ン

ト
ア
ク
セ
ス
輸
入
量
１４
万
㌧

を
控
除
し
、
１７
年
度
よ
り
１０

万
㌧
減
の
３
４
０
万
㌧
に
設

定
し
た
。

指
定
食
肉
の
価
格
安
定
制

度
は
、
農
畜
産
業
振
興
機
構

の
需
給
操
作
な
ど
を
通
じ
て

価
格
安
定
帯
に
卸
売
価
格
を

安
定
さ
せ
、
価
格
の
乱
高
下

を
防
ぐ
。
１８
年
度
の
推
定
生

産
費
な
ど
か
ら
、
牛
で
安
定

価
格
が
６
年
連
続
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
肥
育
素
牛
価
格

の
上
昇
が
反
映
さ
れ
た
。
安

定
上
位
価
格
は
枝
肉
１
㌔
４０

円
上
げ
の
１
２
５
５
円
、
安

定
基
準
価
格
は
同
２５
円
上
げ

の
９
２
５
円
と
な
っ
た
。
豚

肉
は
、
両
価
格
と
も
据
え
置

か
れ
た
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

制
度
は
、
肉
用
子
牛
生
産
の

安
定
を
図
る
。
保
証
基
準
価

格
（
再
生
産
を
保
証
す
る
市

場
取
引
価
格
）
と
合
理
化
目

標
価
格
（
肥
育
に
必
要
な
費

用
を
勘
案
し
、
目
指
す
べ
き

市
場
取
引
価
格
）
を
品
種
ご

と
に
算
出
す
る
。
対
象
５
品

種
の
保
証
基
準
価
格
及
び
合

理
化
目
標
価
格
は
、
す
べ
て

６
年
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
。農

畜
産
業
振
興
機
構
事
業

に
よ
る
関
連
対
策
も
決
定
し

た
。
「
酪
農
生
産
基
盤
強
化

の
た
め
の
総
合
対
策
」
を
拡

充
。
ま
た
、
新
規
事
業
で「
酪

農
家
の
働
き
方
改
革
」
の
短

期
・
集
中
的
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。
肉
用
牛
で
は
、

「
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策
の

補
完
事
業
」
を
拡
充
し
、
繁

殖
雌
牛
の
導
入
な
ど
を
支
援

す
る
。
（
関
連
対
策
の
詳
細

は
次
号
に
掲
載
）

政
府
は
１２
月
２２
日
、
１８
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。
一
般
会
計
の
歳
出
総
額

は
、
１７
年
度
当
初
予
算
比
０

・
３
㌫
（
２
５
８
１
億
円
）

増
の
９７
兆
７
１
２
８
億
円
と

６
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更

新
し
た
。

農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

同
０
・
２
㌫
（
５０
億
円
）
減

の
２
兆
３
０
２
１
億
円
。
内

訳
は
、
公
共
事
業
費
が
同
０

・
４
㌫
増
の
６
８
６
０
億
円
、

非
公
共
事
業
費
が
同
０
・
５

㌫
減
の
１
兆
６
１
６
１
億

円
。
１７
年
度
補
正
予
算
案
と

合
わ
せ
る
と
２
兆
７
７
０
１

億
円
と
な
っ
た
（
表
）
。
農

地
の
大
規
模
化
、
水
田
フ
ル

活
用
、
農
業
農
村
整
備
（
土

地
改
良
）
及
び
畜
産
・
酪
農

の
競
争
力
強
化
な
ど
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。

重
点
事
項
は
、
①
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
等

に
よ
る
構
造
改
革
の
推
進
②

水
田
フ
ル
活
用
と
経
営
所
得

安
定
対
策
の
着
実
な
実
施
③

強
い
農
林
水
産
業
の
た
め
の

基
盤
づ
く
り
―
な
ど
８
項

目
。①

で
は
、
「
農
地
の
大
区

画
化
等
の
推
進
」
（
農
業
農

村
整
備
事
業
で
実
施
）
に
１

１
１
０
億
円
（
１７
年
度
当
初

予
算
比
７６
億
円
増
）を
計
上
。

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
地

の
大
区
画
化
・
汎
用
化
な
ど

を
促
進
す
る
。

②
で
は
、
「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
に
３
３

０
４
億
円
（
同
１
５
４
億
円

増
）
を
計
上
。
飼
料
用
米
、

麦
、
大
豆
等
の
戦
略
作
物
の

本
作
化
な
ど
を
進
め
る
。
１８

年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直

し
に
と
も
な
い
、
「
米
の
直

接
支
払
交
付
金
」
は
廃
止
と

な
る
。

１８
年
か
ら
加
入
申
請
が
始

ま
る
「
収
入
保
険
制
度
の
実

施
」
に
新
規
で
２
６
０
億
円

を
計
上
。
制
度
加
入
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

保
険
料
・
積
立
金
の
国
庫
負

担
を
実
施
す
る
。

③
で
は
「
農
業
農
村
整
備

事
業
」に
３
２
１
１
億
円（
同

１
２
７
億
円
増
）
、
「
強
い

農
業
づ
く
り
交
付
金
」
に
２

０
２
億
円（
同
額
）を
計
上
。

畜
産
・
酪
農
の
競
争
力
強
化

の
た
め
、
肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
特
別
対
策
事
業
（
牛
マ

ル
キ
ン
）
な
ど
の
「
畜
産
・

酪
農
経
営
安
定
対
策
」
に
所

要
額
１
８
６
４
億
円
（
同
１

０
１
億
円
増
）を
確
保
。「
飼

料
生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事

業
」
は
７０
億
円
、
「
飼
料
増

産
総
合
対
策
事
業
」
は
１０
億

円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
額
と
し

た
。農

山
漁
村
の
活
性
化
で

は
、
条
件
が
不
利
な
中
山
間

地
農
業
の
支
援
の
た
め
、「
中

山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

事
業
」
に
４
０
０
億
円
（
同

額
）
を
計
上
し
、
各
種
事
業

に
優
先
枠
を
設
け
て
実
施
す

る
。日
本
型
直
接
支
払
は「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
に

４
８
４
億
円（
同
１
億
円
増
）

な
ど
、
各
事
業
と
も
ほ
ぼ
同

額
と
な
っ
た
。

政
府
は
１２
月
２２
日
、
１７
年

度
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
農
林
水
産
関
係
の
総

額
は
４
６
８
０
億
円
。
内
訳

は
公
共
事
業
費
２
２
２
９
億

円
、
非
公
共
事
業
費
２
４
５

１
億
円
。
う
ち
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
及
び
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）

の
発
効
を
見
据
え
た
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
の
実

現
予
算
は
３
１
７
０
億
円
と

し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
対
策
で
は
、

中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
援

す
る
「
中
山
間
地
域
所
得
向

上
支
援
対
策
」
に
３
０
０
億

円
を
措
置
。
う
ち
、
本
体
の

「
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支

援
事
業
」
は
１
０
０
億
円
。

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整

備
等
特
別
対
策
事
業
（
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
）
、
産
地

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
及
び
農

業
農
村
整
備
事
業
に
計
２
０

０
億
円
の
中
山
間
地
域
優
先

枠
を
設
け
た
。

畜
産
・
酪
農
関
係
は
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
５
７

５
億
円
を
確
保
。
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
計
画
を
策
定
し
た
地

域
の
収
益
性
向
上
に
必
要
な

機
械
導
入
や
施
設
整
備
、
家

畜
導
入
を
支
援
す
る
。
「
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
後
押

し
す
る
草
地
整
備
の
推
進
」

に
９５
億
円
を
計
上
。
地
域
ぐ

る
み
の
効
率
的
な
飼
料
生
産

を
一
層
推
進
す
る
。さ
ら
に
、

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
で
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
国
産
チ
ー
ズ

の
競
争
力
強
化
に
１
５
０
億

円
。
チ
ー
ズ
向
け
原
料
乳
の

高
品
質
化
・
コ
ス
ト
低
減
、

品
質
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、

需
要
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
す
る
。

水
田
・
畑
作
・
果
樹
等
の

関
係
は
、
「
産
地
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
」
に
４
４
７
億
円

を
確
保
。
地
域
の
営
農
戦
略

と
し
て
定
め
た
「
産
地
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
計
画
」に
基
づ
き
、

高
性
能
機
械
・
施
設
の
導
入

や
改
植
な
ど
に
よ
る
高
収
益

作
物
・
栽
培
体
系
へ
の
転
換

を
支
援
す
る
。

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
施
策
の
推
進
で
は
、
「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」
に
５０
億
円
を
計
上
。
新

た
に
生
産
性
向
上
に
資
す
る

技
術
の
導
入
面
積
を
拡
大
す

る
計
画
を
策
定
し
た
産
地
の

取
り
組
み
を「
産
地
交
付
金
」

に
よ
り
支
援
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
野
生
鳥
獣
の

緊
急
捕
獲
な
ど
を
支
援
す
る

「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と
ジ

ビ
エ
利
活
用
の
推
進
」
に
１３

億
円
を
確
保
し
た
。

新
・
加
工
原
料

乳
補
給
金
制
度

単
価
１０
銭
増
の
１０
円
６６
銭

牛
肉
・
肉
用
子
牛
政
策
価
格
も
引
き
上
げ

１８
年
度
農
水
関
係
予
算
２
兆
3021
億
円

畜
産
・
酪
農
経
営
安
定
対
策
は
１０１
億
円
増

謹 賀 新 年

１７年度補正予算

（公社）全国開拓振興協会
役職員一同

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
3170
億
円

チ
ー
ズ
競
争
力
強
化
に
１５０
億
円
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農
水
省
は
１２
月
２６
日
、
１６

年
農
業
総
産
出
額
（
品
目
別

生
産
数
量
×
品
目
別
農
家
庭

先
販
売
価
格
）
及
び
生
産
農

業
所
得
を
発
表
し
た
。
全
国

の
農
業
総
産
出
額
、
生
産
農

業
所
得
は
、
と
も
に
２
年
連

続
で
増
加
し
た
。

農
業
総
産
出
額
は
、
米
の

消
費
減
退
に
よ
る
産
出
額
の

減
少
が
主
因
で
１４
年
ま
で
長

期
的
に
減
少
し
て
き
た
。
１６

年
は
、
米
や
野
菜
な
ど
の
価

格
上
昇
に
よ
り
、
前
年
に
比

べ
４
０
４
６
億
円
（
４
・
６

㌫
）
増
加
し
、
９
兆
２
０
２

５
億
円
と
な
っ
た
。
２
０
０

０
年
以
降
で
も
っ
と
も
高
い

水
準
だ
っ
た
。

同
産
出
額
を
部
門
別
に
み

る
と
、
米
が
前
年
に
比
べ
１

５
５
５
億
円
（
１０
・
４
㌫
）

増
の
１
兆
６
５
４
９
億
円
。

１５
年
産
以
降
、
超
過
作
付
が

解
消
さ
れ
、需
給
が
改
善
し
、

主
食
用
米
の
価
格
が
上
昇
し

た
。
野
菜
は
１
６
５
１
億
円

（
６
・
９
㌫
）
増
の
２
兆
５

５
６
７
億
円
。
国
産
野
菜
を

求
め
る
実
需
者
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
よ
り
需
給
が
引
き
締

ま
る
中
で
、
天
候
不
順
に
よ

る
生
産
量
の
減
少
も
あ
り
、

価
格
が
上
昇
。
果
実
は
４
９

５
億
円
（
６
・
３
㌫
）
増
の

８
３
３
３
億
円
。
天
候
不
順

で
生
産
量
が
減
少
す
る
一

方
、
高
糖
度
と
な
る
な
ど
、

品
質
へ
の
評
価
が
高
ま
り
、

価
格
が
上
昇
し
た
。

畜
産
で
は
、
生
乳
が
７７
億

円
（
１
・
１
㌫
）
増
の
７
３

９
１
億
円
。
実
需
者
が
必
要

と
す
る
生
乳
量
を
十
分
供
給

で
き
ず
、
取
引
価
格
が
上
昇

し
た
。
肉
用
牛
は
５
０
５
億

円
（
７
・
３
㌫
）
増
の
同
じ

く
７
３
９
１
億
円
。
と
畜
頭

数
が
減
少
す
る
中
、
需
要
が

堅
調
に
推
移
し
た
。
豚
は
９２

億
円
（
１
・
５
㌫
）
減
の
６

１
２
２
億
円
。
需
要
は
堅
調

に
推
移
し
た
も
の
の
、
と
畜

頭
数
が
増
え
、
高
水
準
だ
っ

た
価
格
が
落
ち
着
い
た
。

同
産
出
額
に
所
得
率
を
掛

け
、
補
助
金
を
加
算
し
た
生

産
農
業
所
得
は
、
同
産
出
額

の
減
少
及
び
生
産
資
材
価
格

の
上
昇
が
主
因
で
１４
年
ま
で

長
期
的
に
減
少
し
て
き
た
。

１６
年
は
、
同
産
出
額
の
増
加

に
よ
り
、
同
４
６
６
６
億
円

（
１４
・
２
㌫
）
増
加
し
、
３

兆
７
５
５
８
億
円
と
な
っ

た
。
１
９
９
９
年
以
降
で
も

っ
と
も
高
い
水
準
だ
っ
た
。

農
業
産
出
額
の
都
道
府
県

別
順
位
は
、
１
位
が
北
海
道

で
１
兆
２
１
１
５
億
円
、
次

い
で
茨
城
４
９
０
３
億
円
、

鹿
児
島
４
７
３
６
億
円
、
千

葉
４
７
１
１
億
円
、
宮
崎
３

５
６
２
億
円
と
な
り
、
３
年

連
続
で
同
じ
順
位
だ
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
も
日
米
Ｆ

Ｔ
Ａ
も「
両
に
ら
み
」

「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
避
け
る

た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
を
急
い

だ
」
と
い
う
解
釈
は
違
う
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
中
は
米
国
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
は
絶
望
的
な
中

で
米
国
抜
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
が

合
意
さ
れ
た
ら
、
出
遅
れ
る

米
国
は
、
逆
に
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
要
求
を
強
め
る
の
が
必
定

で
あ
る
。
か
つ
、
そ
の
際
に

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
譲
歩
を
要

求
さ
れ
る
の
も
目
に
見
え
て

い
る
。

そ
も
そ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
破
棄

で
一
番
騒
い
だ
の
は
米
国
農

業
団
体
だ
っ
た
。裏
返
せ
ば
、

日
本
政
府
の
影
響
は
軽
微
と

の
説
明
は
意
図
的
で
、
日
本

農
業
は
や
は
り
多
大
な
影
響

を
受
け
る
合
意
内
容
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
米
国
の
評
価

か
ら
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
せ

っ
か
く
日
本
か
ら
、コ
メ
も
、

牛
肉
も
、
豚
肉
も
、
乳
製
品

も
、
「
お
い
し
い
」
成
果
を

引
き
出
し
、
米
国
政
府
機
関

の
試
算
で
も
、４
千
億
円（
コ

メ
輸
出
２３
㌫
増
、
牛
肉
９
２

３
億
円
、
乳
製
品
５
８
７
億

円
、豚
肉
２
３
１
億
円
な
ど
）

の
対
日
輸
出
増
を
見
込
ん
で

い
た
の
だ
か
ら
当
然
で
あ

る
。し

か
し
、
こ
れ
ま
た
感
心

す
る
の
は
、
米
国
農
業
団
体

の
切
り
替
え
の
早
さ
で
あ

る
。
す
ぐ
さ
ま
積
極
思
考
に

切
り
替
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
不

十
分
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
２

国
間
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
」

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
譲
歩
）
を

し
て
も
ら
お
う
と
意
気
込
み

始
め
た
。そ
れ
に
応
じ
て「
第

一
の
標
的
が
日
本
」
だ
と
米

国
通
商
代
表
が
議
会
の
公
聴

会
で
誓
約
し
た
。

日
本
は
米
国
か
ら
の
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
要
求
を
見

越
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
選
に

勝
利
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離

脱
意
思
を
表
明
し
た
あ
と
の

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
批
准

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
を
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
と
し
て
国
際
公
約

し
、
米
国
に
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ

ラ
ス
」
を
喜
ん
で
確
約
す
る

も
の
だ
っ
た
。
「
ま
ず
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
レ
ベ
ル
の
日
本
の
国
益

差
し
出
し
は
決
め
ま
し
た
。

次
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

要
請
に
応
じ
て
、
も
っ
と
日

本
の
国
益
を
差
し
出
し
ま
す

か
ら
、
東
京
五
輪
ま
で
は
地

位
を
守
っ
て
下
さ
い
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
よ

う
な
も
の
だ
。

徹
底
し
た「
鴨
葱
」

外
交１７

年
２
月
の
総
理
訪
米
も

１１
月
の
大
統
領
訪
日
も
日
本

メ
デ
ィ
ア
は「
大
成
功
」と
持

ち
上
げ
た
が
、
米
国
で
は

「Flattery

（
ご
ま
す
り
・
へ

つ
ら
い
・
従
属
）」外
交
と
評

さ
れ
た（
タ
イ
ム
誌
な
ど
）。

訪
米
時
に
は
日
米
経
済
対
話

を
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
提
案

し
、
共
同
声
明
に
は
日
米
Ｆ

Ｔ
Ａ
が
選
択
肢
と
明
記
し
、

早
々
と
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
レ

ー
ル
は
敷
か
れ
た
。
先
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
来
日
時
に

も
共
同
声
明
で
は
明
示
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立

つ
駐
日
米
大
使
公
邸
で
の
日

米
の
経
済
関
係
者
を
前
に
し

た
大
統
領
の
演
説
で
は
日
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
強
い
意
思
表
示

が
あ
っ
た
。
日
本
側
は
首
脳

会
談
で
は
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
議

題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ

た
が
、
駐
日
米
国
大
使
は
議

論
し
た
と
認
め
て
い
る
。

日
本
の
対
米
外
交
は
「
対

日
年
次
改
革
要
望
書
」
や
米

国
在
日
商
工
会
議
所
の
意
見

書
な
ど
に
着
々
と
応
え
て
い

く
（
そ
の
執
行
機
関
が
規
制

改
革
推
進
会
議
）
だ
け
だ
か

ら
、
次
に
何
が
起
こ
る
か
は

予
見
で
き
る
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
へ
の
上

乗
せ
譲
歩
リ
ス
ト
も
作
成
済

み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
に
対

応
し
た
米
国
産
牛
の
月
齢
制

限
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
事
前
交
渉
で

２０
ヵ
月
齢
か
ら
３０
ヵ
月
齢
ま

で
緩
め
た
が
、
さ
ら
に
、
国

民
を
欺
い
て
、
米
国
か
ら
全

面
撤
廃
を
求
め
ら
れ
た
ら
即

座
に
対
応
で
き
る
よ
う
食
品

安
全
委
員
会
は
１
年
以
上
前

に
準
備
を
整
え
て
ス
タ
ン
バ

イ
し
て
い
る
。

情
け
な
い
話
だ
が
、
米
国

に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
を
差
し
出

す
準
備
は
で
き
て
い
る
か

ら
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
当
面
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は
矛
盾
し
な
い
。

い
ず
れ
も
米
国
へ
の
従
属
ア

ピ
ー
ル
だ
。
米
国
内
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
と
結
託
す
る
政

治
家
は
、
米
国

民
の
声
と
は
反

対
に
、
今
で
も

「
お
友
達
」
企
業
の
儲
け
の

た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
型
ル
ー
ル
を

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
広
げ

た
い
と
い
う
思
い
が
変
わ
ら

な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
米
国

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
勢
力
に
対
し

て
、
日
本
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
灯

を
消
さ
な
い
」
努
力
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
こ

と
も
重
要
な
米
国
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
。

「
米
国
に
迫
ら
れ
て
い
や

い
や
認
め
た
項
目
な
の
で
本

当
は
外
し
た
い
」
と
い
う
凍

結
要
求
が
各
国
か
ら
６０
項
目

も
出
た
こ
と
自
体
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
い
か
に
問
題
が
多
い
か
の

証
明
と
も
言
え
る
が
、
な
ら

ば
米
国
離
脱
で
削
除
す
れ
ば

い
い
の
に
、
米
国
の
復
帰
待

ち
で
最
終
的
に
は
２０
項
目
ほ

ど
を
凍
結
し
、
否
定
し
た
い

項
目
な
の
に
米
国
が
戻
れ
ば

復
活
さ
せ
る
と
は
、
ど
こ
ま

で
米
国
に
配
慮
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
、
理
解
に
苦

し
む
。
し
か
も
、
日
本
だ
け

が
「
外
し
た
い
項
目
は
ひ
と

つ
も
な
し
」
と
い
う
徹
底
し

た
米
国
追
従
ぶ
り
で
あ
る
。

企
業
利
益
と
裏
腹
の

収
奪
と
失
業

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
も
徹
底
し
た
投

資
や
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
で

ア
ジ
ア
か
ら
の
一
層
の
利
益

を
も
く
ろ
ん
で
い
る
の
で
、

米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
勢
力
と

同
じ
想
い
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

１１
は
大
歓
迎
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
小

売
業
（
コ
ン
ビ
ニ
）
に
は
外

資
は
出
資
禁
止
だ
っ
た
の
を

出
資
上
限
３０
㌫
ま
で
緩
和
す

る
な
ど
、
わ
が
国
産
業
界
か

ら
の
主
要
関
心
分
野
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１２
で
合
意
し
て
い
た
コ

ン
ビ
ニ
を
含
む
流
通
業
に
お

け
る
外
資
規
制
の
緩
和
な
ど

が
実
現
で
き
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は
日
本
が
ア
ジ

ア
途
上
国
に
対
す
る
「
加
害

者
」
に
な
る
側
面
が
大
き
く

な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と

は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
を
安
く

働
か
せ
る
一
方
で
、
米
国
の

「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
の
よ
う

に
、
日
本
の
産
業
の
空
洞
化

（
海
外
移
転
、
外
国
人
雇
用

の
増
大
）
に
よ
る
日
本
人
の

失
業
・
所
得
減
少
と
地
域
の

衰
退
を
招
く
こ
と
も
肝
に
銘

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米

国
民
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
最
大

の
理
由
が
米
国
人
の
失
業
と

格
差
拡
大
だ
っ
た
こ
と
を
想

起
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
別
途
交
渉
中
の
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
ア
セ
ア
ン
１０
ヵ
国

＋
日
中
韓
＋
豪
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

よ
り
も
柔
軟
で
互
恵
的
な
ア

ジ
ア
型
の
ル
ー
ル
を
模
索
し

よ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た

が
、
日
本
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
は
中
国
の
反
発
な

ど
で
難
航
し
て
い
る
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１１
が
成
立
す
る
と
、
そ

こ
に
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
交
渉
中
の
他

の
ア
ジ
ア
諸
国
も
参
加
を
申

し
出
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
代
わ

り
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
の
拡
大
版
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
広
が

る
懸
念
も
あ
る
。

し
か
も
、
米
国
を
含
む
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
農
産
物
に
つ
い
て
合

意
し
た
内
容
を
米
国
抜
き
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
で
修
正
せ
ず
に
生

か
し
た
ら
、
例
え
ば
、
豪
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ

ダ
は
、
米
国
分
を
含
め
て
日

本
が
譲
歩
し
た
乳
製
品
の
輸

入
枠
を
全
部
使
え
る
こ
と
に

な
る
。
バ
タ
ー
と
脱
脂
粉
乳

の
生
乳
換
算
で
７
万
㌧
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
米
国
分
が
３

万
㌧
と
想
定
さ
れ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
米
国
が
怒
っ
て
米

国
に
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
少
な
く
と

も
３
万
㌧
の
輸
入
枠
を
作
れ

と
い
う
こ
と
に

な
る
の
は
必
定

で
、
枠
は
１０
万

㌧
に
拡
大
す
る
。

か
つ
、
前
述
の
と
お
り
、

す
で
に
米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
不

十
分
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
を

求
め
る
姿
勢
を
強
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
米
国
の
要
求
は

３
万
㌧
に
と
ど
ま
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
結
果
的
に
日
本
の

自
由
化
度
は
全
体
と
し
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１２
よ
り
間
違
い
な
く
高

ま
り
、
国
内
農
業
の
打
撃
は

大
き
く
な
る
。
た
だ
で
さ
え

設
定
量
が
大
き
す
ぎ
て
実
効

性
が
な
い
と
評
さ
れ
て
い
た

牛
肉
な
ど
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

（
緊
急
輸
入
制
限
）
の
発
動

基
準
数
量
も
未
改
定
だ
か

ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
の
国
は
、
米

国
抜
き
で
、
ほ
ぼ
制
限
な
く

日
本
に
輸
出
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
強
引
に
合

意
を
急
ぐ
た
め
に
日
本
の
食

と
農
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

た
。
新
協
定
の
６
条
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１２
の
発
効
が
見
通
せ
な

い
場
合
に
は
内
容
を
見
直
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
は
な

っ
て
い
る
が
、
何
を
も
っ
て

米
国
の
復
帰
な
し
が
確
定
し

た
と
判
断
す
る
の
か
も
難
し

い
し
、
協
議
を
要
求
で
き
る

だ
け
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
他
国
が
容
易
に

応
じ
る
と
は
思
え
ず
、
本
当

に
見
直
せ
る
か
、
極
め
て
不

透
明
で
、
「
気
休
め
」
条
項

と
の
誹
（
そ
し
）
り
を
免
れ

な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
米
国
の
強
い

ハ
ー
ド
系
チ
ー
ズ
（
チ
ェ
ダ

ー
や
ゴ
ー
ダ
）
を
関
税
撤
廃

し
、
ソ
フ
ト
系
（
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
や
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
）
は

守
っ
た
と
言
っ
た
が
、
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
Ｅ
Ｕ
が
強
い
ソ

フ
ト
系
の
関
税
撤
廃
を
求
め

ら
れ
、
今
度
は
ソ
フ
ト
系
も

差
し
出
し
て
し
ま
い
、結
局
、

全
面
的
自
由
化
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
流
れ
も
、
い

か
に
も
場
当
た
り
的
で
戦
略

性
が
な
い
証
左
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
も
Ｅ
Ｕ
・
カ
ナ
ダ
Ｆ
Ｔ
Ａ

で
も
、
国
民
の
基
礎
食
料
は

死
守
す
る
と
し
て
乳
製
品
関

税
を
死
守
し
た
カ
ナ
ダ
を
少

し
は
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

盲
目
的
な
米
国
へ
の
ご
ま

す
り
と
戦
略
な
き
見
せ
か
け

の
成
果
主
義
で
は
国
民
の
命

は
守
れ
な
い
。

第６４回

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

㊦ＴＰＰ１１の「偽装合意」ＴＰＰ１１の「偽装合意」

東京大学教授鈴木宣弘氏

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１２
以
上
に
増
幅
さ
れ
る
日
本
の
食
と
農
の
打
撃

農
業
総
産
出
額
、２
年
連
続
で
増
加

１６
年
米
・
野
菜
等
価
格
が
上
昇
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政
府
は
１２
月
２１
日
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
１１
と
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
経
済

効
果
分
析
結
果
を
発
表
し

た
。
経
済
全
体
で
は
、
日
本

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は
約
１
・
５
㌫

（
８
兆
円
）
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ

は
約
１
㌫
（
５
兆
円
）
押
し

上
げ
る
と
試
算
。
労
働
供
給

は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
０
・
７
㌫

（
４６
万
人
）
、
約
０
・
５
㌫

（
２９
万
人
）
増
加
す
る
と
分

析
し
た
。
関
税
引
き
下
げ
や

貿
易
円
滑
効
果
な
ど
に
よ
る

輸
出
拡
大
、
生
産
性
向
上
に

よ
る
所
得
増
な
ど
を
見
込
ん

で
い
る
。

農
林
水
産
物
生
産
額
へ
の

影
響
は
、
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
関
連
政
策
大
綱
に
基
づ
く

政
策
対
応
を
考
慮
し
て
算

出
。
両
協
定
と
も
に
、
関
税

削
減
等
の
影
響
で
価
格
低
下

に
よ
る
生
産
額
の
減
少
が
生

じ
る
も
の
の
、
体
質
強
化
対

策
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
・
品
質
向
上
や
経
営
安
定

対
策
な
ど
の
国
内
対
策
に
よ

り
、
引
き
続
き
生
産
や
農
家

所
得
が
確
保
さ
れ
、
「
国
内

生
産
量
が
維
持
さ
れ
る
」
と

分
析
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
の
同
生
産
額
へ

の
影
響
試
算
の
対
象
は
、
関

税
率
１０
㌫
以
上
か
つ
国
内
生

産
額
１０
億
円
以
上
の
農
産
物

１９
品
目
と
林
水
産
物
１４
品

目
。
生
産
減
少
額
合
計
は
約

９
０
０
〜
１
５
０
０
億
円
と

な
っ
た
。

生
産
減
少
額
を
品
目
別
に

み
る
と
、
牛
肉
が
最
大
３
９

９
億
円
と
も
っ
と
も
大
き

い
。
牛
乳
乳
製
品
は
同
３
０

４
億
円
減
、
豚
肉
は
同
２
４

８
億
円
減
と
畜
産
物
の
減
額

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
米

の
生
産
減
少
額
は
ゼ
ロ
。
国

別
枠
の
輸
入
枠
に
相
当
す
る

国
産
米
を
政
府
備
蓄
米
と
し

て
買
い
入
れ
る
た
め
、
「
生

産
量
や
農
家
所
得
に
影
響
は

見
込
み
難
い
」
と
し
た
。

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
同
生
産
額

へ
の
影
響
試
算
の
対
象
は
、

関
税
率
１０
㌫
以
上
か
つ
国
内

生
産
額
１０
億
円
以
上
（
除
外

を
獲
得
し
た
品
目
除
く
）
の

農
産
物
１８
品
目
と
林
水
産
物

１０
品
目
。
生
産
減
少
額
合
計

は
約
６
０
０
〜
１
１
０
０
億

円
と
な
っ
た
。

生
産
減
少
額
を
品
目
別
に

み
る
と
、
豚
肉
が
最
大
２
３

６
億
円
と
も
っ
と
も
大
き

い
。
牛
肉
は
同
１
８
８
億
円

減
、
牛
乳
乳
製
品
は
同
１
８

５
億
円
減
、
鶏
卵
は
同
８
億

円
減
。
４
品
目
の
合
計
は
６

１
７
億
円
と
な
り
、
農
産
物

生
産
減
少
額
の
約
９
割
を
占

め
て
い
る
。
林
産
物
で
は
、

構
造
用
集
成
材
な
ど
の
生
産

額
が
同
３
７
１
億
円
減
少
す

る
と
試
算
し
た
。

両
協
定
の
食
料
自
給
率
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
１６
年

度
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
３８

㌫
、
生
産
額
ベ
ー
ス
６８
㌫
が

維
持
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

１７
年
度
農
水
関
係
補
正
予

算
案
の
主
な
重
点
事
業
を
紹

介
す
る
。

１
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策

大
綱
」
に
基
づ
く
施
策
の
実

施
⑴
次
世
代
を
担
う
経
営
感

覚
に
優
れ
た
担
い
手
の
育
成

①
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業

５０
億
円

適
切
な
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
が
作
成
さ
れ
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
先
進

的
な
農
業
経
営
の
確
立
に
意

欲
的
な
担
い
手
に
対
す
る
農

業
用
機
械
・
施
設
の
導
入
を

支
援②

農
地
の
更
な
る
大
区
画

化
・
汎
用
化
の
推
進〈
公
共
〉

３
５
０
億
円

農
地
中
間
管
理
事
業
の
重

点
実
施
区
域
等
に
お
い
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
加
速
化
し
、
米
の
生

産
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
等

の
た
め
、
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
水
管
理
の
省
力
化
等

の
た
め
の
整
備
を
推
進

③
中
山
間
地
域
所
得
向
上

支
援
対
策

３
０
０
億
円

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

収
益
性
の
高
い
農
産
物
の
生

産
・
販
売
等
に
本
格
的
に
取

り
組
む
場
合
に
、
実
践
的
な

計
画
策
定
、
水
田
の
畑
地
化

等
の
基
盤
整
備
、
生
産
・
販

売
等
の
施
設
整
備
な
ど
を
総

合
的
に
支
援

⑵
国
際
競
争
力
の
あ
る
産

地
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

①
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業

４
４
７
億
円

地
域
の
営
農
戦
略
と
し
て

定
め
た
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
性

能
機
械
・
施
設
の
導
入
や
集

出
荷
施
設
等
の
再
編
、
改
植

等
に
よ
る
高
収
益
作
物
・
栽

培
体
系
へ
の
転
換
を
支
援

②
水
田
の
畑
地
化
、
畑
地

・
樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の

推
進
〈
公
共
〉
４
５
７
億
円

高
収
益
作
物
を
中
心
と
し

た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
促

進
す
る
た
め
、
排
水
改
良
等

に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・
汎

用
化
や
、
畑
地
か
ん
が
い
施

設
の
整
備
等
に
よ
る
畑
地
・

樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
基

盤
整
備
を
推
進

⑶
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
①
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

５
７
５
億
円

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を

策
定
し
た
地
域
に
対
し
、
地

域
の
収
益
性
向
上
等
に
必
要

な
機
械
導
入
や
施
設
整
備
、

施
設
整
備
と
一
体
的
な
家
畜

導
入
な
ど
を
支
援

②
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
力

強
化

１
５
０
億
円

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

等
の
競
争
力
強
化
を
図
る
た

め
、
酪
農
家
に
よ
る
チ
ー
ズ

向
け
原
料
乳
の
高
品
質
化
・

コ
ス
ト
低
減
、
チ
ー
ズ
工
房

等
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
技

術
研
修
、
国
際
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
等
の
品
質
向
上
・

ブ
ラ
ン
ド
化
、
国
産
チ
ー
ズ

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
支
援

③
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
後

押
し
す
る
草
地
整
備
の
推
進

〈
公
共
〉
９５
億
円

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を

策
定
し
た
地
域
に
お
い
て
、

地
域
ぐ
る
み
の
効
率
的
な
飼

料
生
産
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
収
穫
作
業
等
の
受
託
や

大
型
機
械
化
体
系
に
対
応
し

た
草
地
整
備
を
推
進

④
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強

化
対
策
事
業

１０
億
円

性
判
別
精
液
を
活
用
し
た

優
良
な
乳
用
後
継
牛
の
確
保

や
和
牛
受
精
卵
を
活
用
し
た

肉
用
子
牛
の
生
産
拡
大
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
等

を
活
用
し
た
飼
養
管
理
技
術

の
高
度
化
、
種
豚
の
生
産
性

の
向
上
な
ど
を
支
援

⑤
飼
料
生
産
基
盤
利
活
用

促
進
緊
急
対
策
事
業

５
億

円
難
防
除
雑
草
の
駆
除
、
高

品
質
な
完
全
混
合
飼
料
（
Ｔ

Ｍ
Ｒ
）
の
安
定
供
給
、
公
共

牧
場
の
機
能
強
化
を
支
援

２
「
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
施
策
等
の
推
進

①
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金

５０
億
円

水
田
に
お
け
る
作
物
生
産

に
つ
い
て
、
新
た
に
生
産
性

向
上
に
資
す
る
技
術
の
導
入

面
積
を
拡
大
す
る
計
画
を
策

定
し
た
産
地
の
取
り
組
み
を

産
地
交
付
金
に
よ
り
支
援

②
畑
作
構
造
転
換
事
業

３０
億
円

て
ん
菜
、
バ
レ
イ
シ
ョ
等

に
つ
い
て
、
畑
作
営
農
の
大

規
模
化
に
対
応
す
る
た
め
、

省
力
作
業
体
系
の
導
入
や
生

産
性
向
上
技
術
の
導
入
、
種

バ
レ
イ
シ
ョ
の
生
産
性
向
上

な
ど
を
支
援

③
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と

ジ
ビ
エ
利
活
用
の
推
進

１３

億
円野

生
鳥
獣
の
緊
急
捕
獲
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
持
続
で
き
る
安

全
で
良
質
な
ジ
ビ
エ
（
野
生

鳥
獣
の
肉
）
提
供
の
実
現
に

向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
、

生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
た
モ
デ
ル
地
区
の
整
備
な

ど
を
支
援

内
閣
府
・
食
品
安
全
委
員

会
は
１２
月
１４
日
、
プ
リ
オ
ン

専
門
調
査
会
を
開
催
。
厚
労

省
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
、
英

国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
牛
、
め

ん
羊
及
び
山
羊
の
肉
並
び
に

内
臓
（
以
下
「
牛
肉
等
」
）

の
食
品
健
康
影
響
評
価
に
つ

い
て
、
３
回
目
の
審
議
を
行

っ
た
。
英
国
で
は
、
１
９
９

０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代

前
半
を
中
心
に
、Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛

海
綿
状
脳
症
）が
多
数
発
生
。

現
在
、
牛
肉
等
の
輸
入
を
禁

止
し
て
い
る
。
同
省
は
、
英

国
か
ら
見
直
し
に
必
要
な
資

料
の
提
出
な
ど
が
な
さ
れ
た

た
め
、
諮
問
を
行
っ
た
。

審
議
の
結
果
、
輸
入
禁
止

と
次
の
輸
入
条
件
に
変
更
し

た
場
合
の
リ
ス
ク
の
差
は
、

い
ず
れ
も「
非
常
に
小
さ
く
、

人
へ
の
健
康
影
響
は
無
視
で

き
る
」
と
す
る
評
価
書
案
を

ま
と
め
た
。

①
牛
肉
及
び
内
臓

・
月
齢
制
限
を
「
３０
ヵ
月

齢
以
下
」
と
し
た
場
合
の
リ

ス
ク・

Ｓ
Ｒ
Ｍ
（
特
定
危
険
部

位
）
の
範
囲
を
「
全
月
齢
の

扁
桃
及
び
回
腸
並
び
に
３０
ヵ

月
齢
超
の
頭
部
、
脊
髄
及
び

脊
柱
」
と
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
②
め
ん
羊
及
び
山
羊
の
肉

並
び
に
内
臓

・
「
Ｓ
Ｒ
Ｍ
の
範
囲
を
１２

ヵ
月
齢
超
の
頭
部
及
び
脊
髄

並
び
に
全
月
齢
の
脾
臓
及
び

回
腸
と
し
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
を
除
去

し
た
も
の
を
輸
入
」
と
し
た

場
合
の
リ
ス
ク

同
調
査
会
は
、
現
行
の
飼

料
規
制
な
ど
の
リ
ス
ク
管
理

措
置
を
前
提
に
、
諮
問
の
肉

・
内
臓
に
由
来
す
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ

プ
リ
オ
ン
に
よ
る
人
で
の
ｖ

Ｃ
Ｊ
Ｄ
（
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ

フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
）
発

症
は
考
え
難
い
と
し
た
。

英
国
で
は
、
累
計
で
１８
万

頭
を
超
え
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
０１

年
か
ら
、
す
べ
て
の
動
物
由

来
タ
ン
パ
ク
質
の
家
畜
飼
料

へ
の
使
用
を
禁
止
し
た
こ
と

等
に
よ
り
激
減
。
１６
、
１７
年

（
１１
月
現
在
）
は
発
生
が
な

い
。
出
生
年
別
に
み
る
と
、

こ
の
８
年
間
に
生
ま
れ
た
牛

に
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
山
羊
で
は
１
９

８
７
年
生
ま
れ
の
１
頭
の
み

で
、
め
ん
羊
に
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

な
お
、
牛
飼
養
頭
数
は
約

９
８
０
万
頭
（
１６
年
デ
ー

タ
）
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
す
べ
て
の
牛
へ
の
個
体

識
別
耳
標
の
装
着
と
個
体
デ

ー
タ
の
登
録
制
度
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。

開
拓
組
織
に
よ
る
牛
枝
肉

共
進
会
等
の
最
優
秀
賞
は
次

の
と
お
り
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
肉
用
牛

枝
肉
共
励
会
（
１２
月
１
日
、

東
京
食
肉
市
場
、
黒
毛
和
種

・
交
雑
種
各
１２
頭
）

・
黒
毛
和
種
の
部

最
優
秀
賞

西
野
福
寿

３０
ヵ
月
齢
の
去
勢
牛
、
枝

肉
重
量
５
２
９
・
０
㎏
、
ロ

ー
ス
面
積
１
１
１
㎠
、
Ｂ
Ｍ

Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ
５
、
父「
花

之
国
」、母
の
父「
安
福
久
」。

・
交
雑
種
の
部

最
優
秀
賞

沢
田
義
彰

２８
ヵ
月
齢
の
雌
牛
、
枝
肉

重
量
５
０
３
・
０
㎏
、
ロ
ー

ス
面
積
６６
㎠
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
６
、

格
付
Ａ
４
、
種
雄
牛
「
安
雪

照
」
。

肥
後
開
拓
農
協
枝
肉
共
進

会
（
１２
月
５
日
、
熊
本
県
錦

町
・
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
、

交
雑
種
１２
頭
）

最
優
秀
賞

上
田
力
夫

２５
ヵ
月
齢
の
去
勢
牛
、
枝

肉
重
量
４
６
０
・
３
㎏
、
ロ

ー
ス
面
積
５０
㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

５
、
格
付
Ｂ
４
、
種
雄
牛「
北

乃
大
福
」
。

２
月
後
半
か
ら
３
月
に
か

け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
開

拓
組
織
及
び
関
係
機
関
・
団

体
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お

り
。

２
月

２
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議
（
東
京
）

６
〜
７
日

全
開
連
開
拓
牛

５０
周
年
記
念
研
修
会
・

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
熊
本
）

１４
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

農
水
省
と
の
畜
産
・
酪

農
の
振
興
に
関
す
る
意

見
交
換
会
（
東
京
）

３
月

７
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

畜
産
共
進
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

８
日

全
開
連
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

・
全
国
開
拓
振
興
協
会

北
海
道
・
東
北
・
関
東

・
中
部
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
（
東
京
）

１５
日

同
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
（
福
岡
）

英
国
産
牛
肉
等
の
評
価
案
ま
と
め
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
で
最
大
減
収
1500
億
円
に

食
安
委
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会

政
府
、農
林
水
産
物
へ
の
影
響
を
試
算

共
進
会
等
の
結
果

共
進
会
等
の
結
果

１７
年
度
農
水
関
係
補
正
予
算
案
の
概
要

１７
年
度
農
水
関
係
補
正
予
算
案
の
概
要
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農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
１６

年
個
別
経
営
の
営
農
類
型
別

経
営
統
計
（
畑
作
・
野
菜
作

・
果
樹
作
・
花
き
作
経
営
）」

を
公
表
し
た
。
多
く
の
経
営

体
で
農
業
粗
収
益
が
増
加
し

た
。
農
業
所
得
は
全
国
及
び

北
海
道
の
畑
作
以
外
、
増
収

だ
っ
た
。

畑
作

畑
作
経
営
（
全
国
）
の
１

経
営
体
当
た
り
農
業
粗
収
益

は
８
６
３
万
円
で
、
小
麦
、

大
豆
、
ば
れ
い
し
ょ
な
ど
で

減
っ
た
も
の
の
、
茶
、
か
ん

し
ょ
な
ど
で
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
に
比
べ
て
１
・

６
㌫
増
加
し
た
（
表
１
）
。

農
業
経
営
費
は
５
９
５
万

円
で
、
３
・
１
㌫
増
加
。
農

業
所
得
は
２
６
８
万
円
と
な

り
、
１
・
５
㌫
減
少
し
た
。

北
海
道
の
１
経
営
体
当
た

り
農
業
粗
収
益
は
３
２
６
３

万
円
で
、
小
豆
、
小
麦
な
ど

が
総
じ
て
大
幅
に
減
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
て

７
・
１
㌫
減
少
し
た
。

農
業
経
営
費
は
２
３
２
万

円
で
、
光
熱
動
力
費
や
賃
借

料
が
減
り
、
１
・
８
㌫
減
少
。

農
業
所
得
は
９
４
１
万
円
と

な
り
、１８
・
０
㌫
減
少
し
た
。

露
地
野
菜

露
地
野
菜
（
全
国
）
の
１

経
営
体
当
た
り
農
業
粗
収
益

は
６
０
８
万
円
で
、
根
菜
類

な
ど
の
価
格
の
上
昇
に
よ

り
、
前
年
に
比
べ
て
７
・
９

㌫
増
加
し
た
（
表
２
）
。

農
業
経
営
費
は
３
６
５
万

円
で
、
光
熱
動
力
費
な
ど
は

減
っ
た
も
の
の
、
農
薬
費
な

ど
が
増
加
し
た
た
め
、
４
・

３
㌫
増
加
。
農
業
所
得
は
２

４
３
万
円
と
な
り
、
１３
・
８

㌫
増
加
し
た
。

施
設
野
菜

施
設
野
菜
（
全
国
）
の
１

経
営
体
当
た
り
農
業
粗
収
益

は
１
２
８
１
万
円
で
、
果
菜

類
な
ど
の
価
格
の
上
昇
に
よ

り
前
年
に
比
べ
て
６
・
０
㌫

増
加
し
た
。

農
業
経
営
費
は
７
２
９
万

円
で
、
光
熱
動
力
費
な
ど
が

減
少
し
た
も
の
の
、
農
業
雇

用
労
賃
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、
２
・
４
㌫
増
加
。
農
業

所
得
は
５
５
２
万
円
と
な

り
、
１１
・
２
㌫
増
加
し
た
。

果
樹
作

果
樹
作
経
営
（
全
国
）
の

１
経
営
体
当
た
り
農
業
粗
収

益
は
６
０
９
万
円
で
、
温
州

ミ
カ
ン
の
収
入
な
ど
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
に
比

べ
て
８
・
１
㌫
増
加
し
た
。

農
業
経
営
費
は
３
６
２
万

円
で
、
光
熱
動
力
費
や
包
装

荷
造
・
運
搬
等
料
金
な
ど
が

減
っ
た
も
の
の
、
農
業
雇
用

労
賃
な
ど
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
１
・
９
㌫
増
加
し
た
。

農
業
所
得
は
２
４
７
万
円
と

な
り
、
１８
・
７
㌫
増
加
し

た
。露

地
花
き
作

露
地
花
き
作
経
営（
全
国
）

の
１
経
営
体
当
た
り
農
業
粗

収
益
は
６
９
７
万
円
で
、
露

地
切
り
花
（
キ
ク
な
ど
）
の

収
入
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
に
比
べ
て
２
・
９

㌫
増
加
し
た
。

農
業
経
営
費
は
４
４
３
万

円
で
、
包
装
荷
造
・
運
搬
等

料
金
な
ど
が
減
っ
た
た
め
、

４
・
３
㌫
減
少
。
農
業
所
得

は
２
５
４
万
円
と
な
り
、
１８

・
４
㌫
増
加
し
た
。

施
設
花
き
作

施
設
花
き
作
経
営（
全
国
）

の
１
経
営
体
当
た
り
農
業
粗

収
益
は
１
５
４
３
万
円
で
、

鉢
物
の
収
入
が
増
え
た
も
の

の
、
施
設
切
り
花
の
収
入
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
前
年
に

比
べ
０
・
１
㌫
減
少
し
た
。

農
業
経
営
費
は
１
０
８
４

万
円
で
、
光
熱
動
力
費
や
肥

料
費
な
ど
が
大
幅
に
減
っ
た

た
め
、
２
・
４
㌫
減
少
。
農

業
所
得
は
４
５
９
万
円
と
な

り
、
前
年
に
比
べ
て
５
・
６

㌫
増
加
し
た
。

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
「
１８
年
度
夏
秋
野
菜
等

の
需
給
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

よ
る
と
、
ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
需
要
量
が
増
加
す

る
と
予
測
し
て
い
る（
表
）。

わ
が
国
の
主
要
な
野
菜
に

つ
い
て
、
需
要
に
即
し
た
生

産
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
次

期
作
の
夏
秋
野
菜
、
冬
春
野

菜
な
ど
の
需
要
量
、供
給
量
、

作
付
面
積
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
も

の
。
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

公
表
し
て
い
る
「
指
定
野
菜

の
需
要
及
び
供
給
の
見
通

し
」
や
直
近
の
需
給
動
向
を

踏
ま
え
、
野
菜
な
ど
１２
品
目

に
つ
い
て
策
定
し
た
。

需
要
量
が
１６
年
産
よ
り
も

っ
と
も
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
品
目
は
「
ミ
ニ
ト

マ
ト
」
で
、
７
・
６
㌫
増
。

次
い
で
「
秋
ニ
ン
ジ
ン
」
６

・
０
㌫
増
、「
夏
ダ
イ
コ
ン
」

５
・
２
㌫
増
な
ど
。

需
要
量
が
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
品
目
は
「
夏

秋
キ
ャ
ベ
ツ
」
で
、
１
・
４

㌫
減
。
次
い
で
「
大
玉
ト
マ

ト
」
１
・
０
㌫
減
、
「
夏
ハ

ク
サ
イ
」０
・
６
㌫
減
な
ど
。

供
給
量
が
も
っ
と
も
増
加

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
品

目
は「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」で
、
７

・
６
㌫
増
。次
い
で「
秋
ニ
ン

ジ
ン
」
６
・
８
㌫
増
、「
夏
ダ

イ
コ
ン
」５
・
１
㌫
増
な
ど
。

供
給
量
が
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
品
目
は
「
夏

秋
キ
ャ
ベ
ツ
」
で
、
１
・
４

㌫
減
。
次
い
で
「
夏
秋
ト
マ

ト
」
１
・
０
㌫
減
、
「
夏
ハ

ク
サ
イ
」０
・
７
㌫
減
な
ど
。

国
内
供
給
量
が
も
っ
と
も

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
品
目
は
「
秋
ニ
ン
ジ
ン
」

で
、
２２
・
３
㌫
増
。
次
い
で

「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」
７
・
７
㌫

増
、
「
夏
ダ
イ
コ
ン
」
５
・

５
㌫
な
ど
。

国
内
産
供
給
量
が
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
品
目

は
「
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
」
で
、

１
・
４
㌫
減
。
次
い
で
「
大

玉
ト
マ
ト
」
１
・
０
㌫
減
、

「
夏
ハ
ク
サ
イ
」
０
・
７
㌫

減
な
ど
。

作
付
面
積
が
も
っ
と
も
増

加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

品
目
は「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」で
、

３
・
４
㌫
増
。
次
い
で
「
夏

秋
レ
タ
ス
」
２
・
４
㌫
増
、

「
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
」
１
・
７

㌫
増
な
ど
。

作
付
面
積
が
も
っ
と
も
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

品
目
は
「
秋
冬
サ
ト
イ
モ
」

で
、
４
・
５
㌫
減
。
次
い
で

「
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
」
４
・
０

㌫
減
、
「
夏
ダ
イ
コ
ン
」
３

・
０
㌫
減
な
ど
。

１８
年
の
夏
秋
野
菜
は
、
ト

マ
ト
の
サ
イ
ズ
で
需
給
に
差

が
あ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

同
省
は
、
全
国
の
生
産
者
な

ど
の
関
係
者
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
と
し
て
供
給
計
画

を
策
定
し
、
そ
れ
に
即
し
た

野
菜
の
出
荷
に
努
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務

局
は
こ
の
ほ
ど
、
１７
年
農
林

水
産
研
究
成
果
１０
大
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
選
定
し
た
。
１
年
間

に
新
聞
記
事
に
な
っ
た
民

間
、
公
立
試
験
研
究
機
関
及

び
独
立
行
政
法
人
研
究
機
関

な
ど
の
農
林
水
産
研
究
成
果

の
う
ち
、
内
容
に
優
れ
る
と

と
も
に
社
会
的
関
心
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
成
果
１０
課
題

を
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
（
農
業

関
係
専
門
紙
・
誌
な
ど
２８
社

・
団
体
加
盟
）
の
協
力
を
得

て
選
定
し
た
も
の
。

１７
年
は
、
稲
作
に
関
す
る

研
究
テ
ー
マ
が
上
位
を
占

め
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
利
用
し
た
成
果
が

高
評
価
さ
れ
て
い
る
。

選
定
さ
れ
た
１０
大
ト
ピ
ッ

ク
ス
は
次
の
と
お
り
（
番
号

は
順
位
）
。

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
水
田
の

自
動
給
排
水
栓
を
開
発
―
ス

マ
ホ
で
ら
く
ら
く
・
か
し
こ

く
水
管
理

②
自
動
運
転
田
植
機
を
開

発
―
田
植
作
業
の
大
幅
省
力

化
に
期
待

③
イ
ネ
い
も
ち
病
菌
の
感

染
の
要
と
な
る
遺
伝
子
を
発

見
―
い
も
ち
病
の
新
し
い
防

除
法
の
開
発
に
期
待

④
ウ
ェ
ブ
で
使
え
る
「
全

国
デ
ジ
タ
ル
土
壌
図
」
を
公

開
⑤
米
粉
１
０
０
㌫
パ
ン
の

製
造
技
術
を
開
発
―
補
助
材

料
な
し
で
も
、
ふ
ん
わ
り
、

ふ
っ
く
ら

⑥
受
粉
し
な
く
て
も
実
が

な
る
ト
マ
ト
を
ゲ
ノ
ム
編
集

で
開
発
―
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
ら
ず

に
書
き
換
え
る
新
た
な
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
を
作
物
に
応
用

⑦
作
業
精
度
が
高
く
高
能

率
な
軟
弱
野
菜
調
製
機
を
開

発
―
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
調
製

作
業
の
省
力
化
に
期
待

⑧
キ
ク
に
青
い
花
色
を
付

与
す
る
技
術
を
開
発
―
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
青
い
キ

ク
に
よ
る
花
き
産
業
の
振
興

に
期
待

⑨
水
田
防
除
用
ラ
ジ
コ
ン

ボ
ー
ト
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
―
手

動
で
は
難
し
い
遠
隔
操
縦
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動
化

⑩
青
切
り
タ
マ
ネ
ギ
の
新

省
力
収
穫
・
調
製
体
系
を
開

発
―
フ
レ
コ
ン
利
用
で
人
力

に
よ
る
運
搬
が
不
要
に

な
お
、各
成
果
の
詳
細
は
、

農
水
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
い
る
。

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
こ
の
ほ

ど
、
「
鍋
料
理
に
関
す
る
意

識
調
査
」
を
公
表
し
た
（
調

査
期
間
：
１７
年
１１
月
１５
〜
２１

日
）
。

全
国
の
２０
歳
以
上
の
男
女

６
０
２
人
（
男
性

３
０
９
人
、
女
性

２
９
３
人
）
を
対

象
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
実
施
し
た

も
の
。

鍋
の
魅
力
に
は

「
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
と
摂
れ
る
」
こ

と
が
最
多
と
な

り
、
人
気
の
あ
る
種
類
は
肉

を
主
体
と
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。

鍋
の
良
い
点（
複
数
回
答
）

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
と
摂
れ
る
」
が

も
っ
と
も
高
く
、
７１
・
６
㌫
。

次
い
で「
カ
ラ
ダ
が
温
ま
る
」

６１
・
２
㌫
、
「
下
準
備
・
料

理
す
る
の
が
簡
単
」
４５
・
２

㌫
の
順
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

「
野
菜
を
食
べ
な
い
子
供
も
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
る
」

な
ど
野
菜
嫌
い
の
子
供
も
鍋

な
ら
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
声
も
挙
が

っ
た
。

人
気
の
あ
る
鍋

（
複
数
回
答
）
を

聞
い
て
み
る
と
、

「
す
き
焼
き
」が
も

っ
と
も
高
く
、
４９

・
８
㌫
。
次
い
で

「
お
で
ん
」
３９
・

７
㌫
、
「
水
炊
き
」
３３
・
２

㌫
と
続
い
た
。
そ
の
ほ
か
に

も「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」や「
も

つ
鍋
」
な
ど
肉
が
主
体
の
鍋

が
上
位
に
入
っ
て
お
り
、
贅

沢
感
が
あ
り
、
満
足
度
が
高

い
と
い
う
声
が
目
立
っ
た
。

多
く
の
経
営
体
で
粗
収
益
増

ス
マ
ホ
で
水
田
の
水
管
理
な
ど

１７
年
農
水
研
究
１０
大
ト
ピ
ッ
ク
ス

根
菜
・
果
樹
類
で
価
格
上
昇

ト
マ
ト
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど

需
要
量
増

１８
年
度
夏
秋
野
菜
等
の
需
給
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「野菜たっぷり」が魅力
鍋料理に関する意識調査
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アスパラガスの生育に適する土壌ｐ
Ｈは６～７である。多年性作物のため、
長期間栽培による土壌の pH低下で収
量が減少する。
長崎県農林技術開発センターは、ア
スパラガスの長期採り栽培において炭
酸Ｃａ（石灰資材）を立茎前にかん注
施用することで、土壌 pHの改善や収

量が増加することを明らかにした。
試験に用いた品種は「ウェルカム」。
無施用、粉状カキ殻石灰施用（慣行）、
かん注用炭酸Ｃａ施用の３区を設け、
夏秋芽及び春芽の土壌 pHと収量を比
較した。炭酸Ｃａは２５倍希釈し、株当
たり４００㎖を深さ３０㎝にかん注施用。１５
年３月１６日（夏秋芽）と１６年１月１５日

（春芽）の立茎前に処理し、調査を１５
年３～７月に４回、１６年２～４月に３
回行った。窒素は、１５年３月に１ａ当
たり３ｋｇ（春肥）、１６年２月に同１
㎏（冬肥）施用した。
調査の結果、１５年の下層土の平均土
壌ｐＨは、無施用：６．２３、慣行：６．４０、
炭酸Ｃａ：６．６９となり、全区間で有意
差があった。１６年でも、６．００、６．７２、６．９０
と、全区間で有意差があり、両年とも
に炭酸Ｃａがもっとも高いｐＨを示し
た。
１５年の可販収量をみると、炭酸Ｃａ
が、他の２区より約３割増加した
（図）。１６年でも、炭酸Ｃａがもっと
も多く、無施用の約３割、慣行の約１
割増加した。また、Ｌ級以上の収量も

多かった。
以上より、立茎前に土壌下層へ炭酸
Ｃａを施用すると、土壌ｐＨ改善と収
量増加の効果があることが示された。
なお、資材コストは、液肥用かん注
器が約１万８０００円、かん注専用の炭酸
Ｃａが１０ａ当たり約１５００円となってい
る。かん注を行う時期は、葉が生い茂
る前（立茎の１～２週間前）が行いや
すい。

（一財）日本土壌協会はこのほど、
「土づくりセミナー」を都内で開催し
た。土壌の専門家らが集まり、意見交
換を行った。
農研機構中央農業研究センター・吉
田重信氏が、ヘソディム*技術につい
て発表を行った。
土壌病害は、対応が必要なほ場を明
確化するべきと指摘。現場では、土壌
消毒剤の使用で対応しているものの、

作業コストが増えるなどの問題点があ
るとした。
同技術は、病害の発生歴や栽培前の
土壌診断などから、畑ごとに発病のし
やすさを３段階で評価することが特
徴。評価結果から防除・対策の要否を
判断する。
病害管理のコスト減・省力化が期待
されるだけでなく、農地の持続的利用
が可能となる。土壌診断及び評価は、
全国の普及・指導員が行う。
＊ヘソディム（ＨｅＳｏＤｉＭ）：
栽培前に土壌を診断・評価する病害管
理法。

福井県最北部に位置するあわら市
は、北陸有数の温泉地であり、農業
では米やスイカの生産が盛んだ。
同市坪江開拓地へは、１９４６、４８（昭
和２１、２３）年に１２名が入植した。中
山間地域にあり、冬は日照不足や大
雪、低温などの影響で露地栽培を行
うには困難な気候となっている。
石黒農園㈱の石黒重正さん（69）
は、同開拓地で開拓農家二代目とし
て、ハウスを利用した野菜苗・花苗
の生産を行っている。
初代の正さん（故人）は、４６年に
入植。当初は露地で色々な野菜を育
て、後に主としてダイコン・サツマ
イモの生産に取り組んだ。冬の気候
が厳しく経営が不安定だったため、
当時の重正さんは鉄工所に勤めなが
ら農作業を手伝ったという。
７５年に経営を継ぎ、育苗専門の経
営をスタートさせた。厳しい気候条
件のため、露地より高収入を得られ
る点に注目し、ハウス栽培に移行し
た。

現在、営農を続けている開拓農家は
重正さんのみ。扱う品目は、家庭菜園

用野菜苗が１００種類程。毎シ
ーズン、春野菜を約１００万
本、秋野菜を約２０万本ホー
ムセンターへ卸している。
このほかにも、同地域内の
農家向けにネギ苗を約１万
７０００枚、タマネギ苗を約
５０００枚、市内の公共施設へ
花苗を約４万本など。
ハウス１３棟で総面積約６５
ａ。農園内には、ＬＥＤ照
明の接ぎ木養生室も備えて
いる。従事者は、自身と毎
年数名を雇い入れる（昨年
は３名）。鉄工所勤務時代
で得た工作機械の扱い方や
改善策の考え方を参考に

し、経営目標に掲げる「低コスト・効
率化」を図っている。
農業に関わる多くの資材・機材を自
作することで、経費を削減している。
一部のハウスは、農家が利用しなくな

った資材を無償で譲り受け、組み立て
も自身で行った。２棟のハウスを１棟
にして使う工夫が凝らされている。昨
年も鉄骨の材料を貰い、古くなったも
のを自身で建て替える予定だ。
セルトレイを自動で洗浄する装置は
自作。材料には、園芸用の支柱などが
使われている。旋盤から作ったという
苗のベルトコンベアは、農業機械メー
カーが視察に来るほど。さらに、倉庫
会社などから廃棄する予定のカゴ車を
貰い、改修して出荷用に使っている。
１４年に、県内のネギ作付面積の拡大

に寄与した農政功績者として北陸
農政局長賞を受賞。また、１６年に
は経営を法人化した。
経営方針について聞くと、「順
調に進んでいても、絶えず何か欠
点を見つけて改善していく。常に
楽しみながら考える努力をするこ
とが大事」と熱弁。新技術を見つ
けても、そのまま導入することは
せず、参考にした上で自農園に合っ
たやり方を模索する。経営（生産）
者は、様々な物事に興味を持ち、農
業以外の分野からもヒントを探す必
要があることを強調した。
今後も、自分がやりたいことを楽
しんで行いたいという。今ある設備
をどのように工夫して、さらなる改
善が図れるか検討している。苗生産
だけでなく様々な作物に使える設備
を作ることを目指し、後継者の甥・
雄道さんが取り組みやすい環境を整
えていきたいと語った。

農水省はこのほど、都府県の「１７
年産春植えばれいしょの作付面積、
収穫量及び出荷量」を公表した。
出荷量は、前年産より２万９００ｔ

（８％）増の２８万７１００ｔとなった。
作付面積は、前年産より１００ha

（０．４％）減の２万３２００ha で、ほぼ横

ばい。
収穫量は、前年産より２万３８００ｔ

（５％）増の４６万６５００ｔ。
１０ａ当たり収量は、九州で天候に恵
まれたことに加え、前年は寒波などの
影響で作柄が悪かったことから、前年
産より１１０㎏（６％）増の２０１０㎏となっ
た。
都府県別の収穫量割合は、鹿児島が

１６％、長崎が１５％、茨城が１０％となっ
ており、この３県で４割を占めている。

写真左=石黒重正さん、左下=ハ
ウスのセロリ栽培、上=敷地内に
ある開拓記念碑

開拓農家訪問開拓農家訪問

福井県あわら市
坪江開拓地
石黒農園㈱

自
作
機
材
で
低
コ
ス
ト
化

長崎県農林技術開発センター

アスパラガス土壌ｐＨ改善で収量約３割増
下層へ炭酸Ｃａかん注施用

病害リスク評価で予防
栽培前の診断から

都府県の出荷量８％増
春植えばれいしょ
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臭気を人間が視覚で捉えられること
ができない。悪臭が畜産経営の大きな
問題となっている。
栃木県畜産酪農研究センターは、持
ち運びできる電子式臭気センサーとＧ
ＰＳ（位置情報）ロガー（記録機）を
使用し、一目で臭気発生状況が分かる
臭気マップの作成方法を考案した。
使用機材
○ポータブル型電子式臭気センサー
臭いを臭気指数（相当値）で表示で
きるよう独自の変換式を組み込んだも
の。
価格は３０～４０万円と高額だが、①軽
量で乾電池（ＡＣ電源も可）でも動作
するため持ち運び簡単②現在地の臭気
指数を表示③データの記録機能があ
り、パソコンに対応できるなどの特徴
を持っている。
１日に数十ヵ所の臭気の指数を測定
するには、多くの労力と時間を要する

ため、農場全体の臭気状況の把握が困
難になるが、同機を活用することによ
り、少ない労力で早く農場内の臭気測
定できる。
○ＧＰＳロガー
ポータブル型ＧＰＳロガーを使用。
スマホなども高精度になっており、安
価で入手できる。採用したのは、市販
されているレジャー用のもので一定時
間ごとにＧＰＳを電子データとして記
録できる機能を備えている。
○臭気マップ作成用パソコン
ポータブル電子式臭気センサーとＧ
ＰＳロガーで記録した位置情報をそれ
ぞれの機器から読み込み、表計算ソフ
トの散布図機能を利用して臭気マップ
を表示する。
作成方法
調査対象の農場図を準備する。それ
ぞれの機器でデータ記録間隔が同じに
なるようにあらかじめ設定する。

すべて同じタイミン
グでセンサーとＧＰＳ
ロガーの記録を開始し、
測定者が農場内を歩い
た各地点で一対のＧＰ
Ｓの緯度、経度と臭気指
数のデータの情報を集
める。
農場内の臭気測定は、
臭気のない場所でセン
サーを０（ゼロ）にして
開始する。センサーの数
字が安定するのを表示
画面で確認しながら適
宜歩測する。記録間隔が
短い場合は、臭気マップ
上の点（プロット）が重
なるため注意する。
データをソフトでそ

れぞれパソコンに読み
込み、縮尺を変更・修正
し、１枚のシートに収め、数値の色分
けを行う（図）。指数値に応じて色分
けされるため、臭気発生状況を一目で
確認できる。
留意点として、実際には臭気測定地
点間に時間のズレがあることを指摘。

臭気物質は刻々と動くため、測定する
時間帯は農場内の作業や気候条件にな
るべく変化がないことを前提としてい
る。
なお、同センターは現地で活用する
ためのマニュアルを作成中とのこと。

子牛の出産には、手助けが必要な場
合があるが、衛生面に配慮することが
重要である。
長崎県壱岐市家畜診療所は、農家が
ロープとホースを使って簡単に製作で
きるループ（輪）を発案した（写真）。
製作方法
①太さ８㎜のザイルロープ（登山用
のクライミングロープ）を用意し、２
ｍの長さで切る。断端は、母・子牛を
痛めないように焼いておく。

②内径１８㎜のホースを用意し、１０㎝
に切る。
③ロープの断端からホースを入れ込
み、断端を１回結ぶ。
使用方法
①出産時に最初に頭が余裕で入るほ
どの輪を作り、子牛の後頭部、耳の後
ろに輪を掛ける（片耳ずつ）。
②アゴの下でホースを締めすぎない
ように絞る。
③外から軽く引っ張りながら、もう

一度両耳の後ろにちゃんと掛かってい
るかを確認する。
注意点としては、早すぎる介助は控
える。使用する道具や手袋は、清潔に
保つ。
使用上では、逆子と思い込んで引っ

張ると、頭が横を向いていた（重度側
頭位）だけのこともある。回避するた
めには、自身で子牛の頭の位置を探り、
必要であれば同ループで手助けするよ
うに心掛ける。
同ループは、生体（子宮にも子牛に
も）に優しく、子宮内の操作も良好で、
しっかりと引っ張ることができる。吸
水しないため比較的清潔に保てる。ま
た、チェーンなどの金具がないため、
しばらく使用しなくてもさびることも
ない。
さらに、９０㎝の長さであれば、平ロ
ープ（産科テープ）と調和が良く、滑
車を使った時、両手・頭の３点で引っ
張ることができる。

（一社）酪農ヘルパー全国協会はこ
のほど、「酪農ヘルパーの利用実態（速
報）」を公表した。ヘルパー組合数は
（１７年８月現在）は、２９５組合（北海道
８６組合、都府県２０９組合）となってお
り、前年に比べて８組合減少した。
利用組合の活動範囲内の酪農家は、
１万４５３３戸（１利用組合当たり４９．３
戸）。酪農家戸数（農水省畜産統計１７
年２月現在）に対するカバー率は
８８．９％で、前年より０．２㌽減少。利用組
合参加戸数は、１万１５８６戸（１利用組
合当たり３９．３戸）。参加率７９．７％（北海
道９０．７％、都府県７２．４％）となり、前

年より０．７㌽増加した。
１６年度の酪農ヘルパーの利用戸数
は、１万３１４戸（北海道４５１７戸、都府県
５７９７戸）と前年より４８８戸減少（北海道
２６０戸減、都府県２２８戸減）。１戸当た
りの平均利用日数は、２２．４４日（北海道
２２．７９日、都府県２２．１８日）と増加傾向
にある。総利用日数は、２３万１４８３日と
前年より４４４８日減少（北海道２９６８日減、
都府県１４８０日減）した。
ヘルパー利用酪農家全体のうち、

６５．１％（北海道６０．７％、都府県６８．７％）
が１２日以上利用している。北海道で０．９
㌽増、都府県で０．５㌽減となった。

畜舎内外のネズミは、サルモネラ
などの病原体を持ち込む危険性や飼
料損失などの経済的被害があるた
め、注意が必要となる。
各県の駆除・予防対策から紹介す
る。
①ネズミが定着しないよう、畜舎
内外を殺そ剤で駆除してから整理整
頓を行う。
②ラットサイン（体のこすり跡、
かじり跡、ふん、足跡など）を探し、
移動・侵入経路に粘着板やワナで捕
殺・捕獲する。
③外部から侵入できそうな経路が

ないように、畜舎内外を詳細に点検し、
必要であれば修繕を行う。
④毒エサは、１００㎡当たり５～１０ヵ所
に設置。減ったら、追加する。食べな
くても、１週間はそのままにしてお
く。
⑤忌避剤は、配線や配管などのかじ
られている場所に塗布する。
⑥ネズミの死体は畜舎内に放置せ

ず、速やかに畜舎外へ持ち出し、適切
に処理を行う。
対策を根気強く継続して行い、伝染
病・感染症から家畜を守るとともに、
経済的損失を減らす。

製作した子牛用産科ループ

栃木県畜産酪農研究センター

農場臭気マップ作成
悪臭発生状況の確認に

長崎県壱岐市家畜診療所
子牛用産科ワイヤー代替
ロープとホースで簡単製作

年間平均利用日数、増加傾向 畜舎へのネズミ侵入に注意
１６年度 酪農ヘルパーの利用実態 根気強く対策を
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子牛は、ストレスなどから病気にか
かりやすく、群管理を行う場合は管理
に十分な注意が必要となる。特に、離
乳や牛舎移動などが大きな負担となっ
ている。
佐賀県畜産試験場は、３ヵ月齢の黒
毛和種子牛を用いて、離乳、牛舎移動
及びそれにともなう群の入れ替えの３
つのストレス要因を検討した。
供試牛は、すべて同試験場産とした。
ストレス指標として、好中球リンパ球
比を用いた。

離乳時の試験
６頭（雄２頭、雌４頭）を供試。生
後９０日齢まで人工哺育し、離乳した。
離乳前と離乳後１、３、７日目に採血
し、ストレスの程度を調べた。
試験の結果、離乳前後で有意な差は
なく、離乳にともなうストレス状態の
変化は認められなかった。
牛舎移動時の試験
「群入れ替え有区」と「群入れ替え
無区」を設定し、２頭１群（同性同士）
としてそれぞれ６群を供試。

群入れ替え有区（雄１０頭、雌２頭）
では、哺育牛舎で離乳した子牛１頭を
先に約６００ｍ離れた育成牛舎へ移動さ
せ、１週間程度飼育した。その後、も
う１頭を先に移動させた個体と組み合
わせた。採血は１群を対象に、後から
移動した個体の移動日を基準（０日目）
として移動前日、移動後１、３、７日
目に行った。
群入れ替え無区（雄２頭、雌１０頭）
では、哺育牛舎で離乳した子牛１群を、
同時に育成牛舎へ移動させた。採血は、
移動日を基準（０日目）として群入れ
替え有区と同様に行った。
試験の結果、群入れ替え有区におい
て移動後１日目での好中球リンパ球比
が有意に増加した（図）。なお、１群
のうち、どちらも増加する群もあれば、

先に移動した子牛のみ増加する場合も
あった。
以上の２試験より、離乳や牛舎間の
移動時でストレスは増加せず、移動の
際に群の入れ替えがある場合に増加す
ることが示された。牛舎移動時は、群
ごと移動することでストレスを軽減で
きるとしている。

肉牛出荷頭数は、枝肉相場を左右す
る大きな要素となる。（独）家畜改良
センターの「牛個体識別情報月齢別飼
養頭数（１７年１１月末時点）」（以下「個
体識別記録」）などを基に、今年の出
荷頭数を予測する。
なお、肥育牛の出荷月齢は、乳去勢：

２０ヵ月齢、交雑種去勢及び雌：２６ヵ月
齢、黒毛和種去勢：２８ヵ月齢、黒毛和
種雌：３０ヵ月齢に設定し、それぞれ月
齢前後１ヵ月の飼養頭数を平均して行
った。

乳去勢

乳去勢牛の年間出荷予測頭数は、１８
万２００頭で、前年に比べ４．９％減の見込
み。
個体識別記録によると、総飼養頭数
は約２９万１０００頭と、調査開始以来もっ

とも少ない。
農水省の「畜産統計」によると、乳
用牛の飼養頭数が毎年減少しており、
去勢牛の頭数も同様となっている。（一
社）日本家畜人工授精師協会公表の
「乳用牛への黒毛和種の交配状況」で
は、性判別精液の利用が増えており、
雌牛が増加していることも要因の１つ
と考えられる。
月別の出荷予測は、１月が１ヵ月当
たり約１万４０００頭、４月が大型連休前
を加味し約１万６０００頭、その後は約１
万５５００頭前後を維持。需要期の１１月は、
約１万６３００頭に達する。１２月には、若
干減少して約１万５１００頭と予測され
る。

交雑種

交雑種の年間出荷予測頭数は、合計

で約２３万９８００頭と、前年に比べ１．４％減
少の見込み。去勢が約１２万６０００頭で
２．２％減、雌が１１万３８００頭で０．５％減と
思われる。
個体識別記録によると、総飼養頭数
は約５２万７０００頭と、前年より約１０００頭
増えている。
月別の出荷予測は、１月が約１万

８８００頭、４月には約２万１８００頭まで増
加し、その後、約１万９０００頭を維持。
需要の高まる７月は約２万８００頭、最需
要期の１１、１２月は約２万２３００頭の出荷
が予測される。

黒毛和種

黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約４４万５９００頭と、１．３％増の見込
み。去勢が約２５万１６００頭で４．２％増、雌
が約１９万４３００頭で２．２％減と思われる。
個体識別記録によると、総飼養頭数
は約１６１万７０００頭と、前年より約４万
５０００頭増えている。
月別の出荷予測は、１月が約３万

２０００頭で、４月に約３万８０００頭に達す
る。７月は約４万１５００頭、１１、１２月は約
４万６０００頭の出荷が予測される。

昨年も中国や韓国で、口蹄疫が発生
している。国内では、１０年に発生して
以来、確認されていないが、注意が必
要な状況が続いている。
訪日外国人旅行者数が年々増加して
いることなどから、国内への口蹄疫等
の病原体が侵入するリスクが高まって
いると考えられる。特に、人や物の移
動が盛んになる春節（中国では２月）
を迎えるため、予防のポイントを紹介
する。
◯関係のない人・車両を衛生管理区
域に入れないために、立入禁止の看板
などを設置する。特に、帰国後１週間

以内の海外渡航者は立ち入らせない。
また、発生国からの郵便物も持ち込ま
ない。
○衛生管理区域に入る際に、靴や持
ち込む物の消毒を徹底する。農場に入
る車両のタイヤのみでなく、泥よけの
内側部分や運転席の足元スペースも消
毒する。逆性石けんは、口蹄疫の消毒
薬として適さない。また、消毒効果が
弱まるので、酸性とアルカリ性の消毒
薬を同時に使用しない。
◯発生国（アジア地域など）へ訪れ
ることは極力控える。もし渡航する場
合、（ア）農場やと畜場などの畜産に関

わる施設に立ち入らない（イ）肉製品な
どを国内に持ち帰らない（ウ）帰国時に
到着した空海港の動物検疫所に立ち寄
り、家畜防疫官の指導を受ける（エ）
現地で使用した衣服・靴は衛生管理区

域内に持ち込まない。
◯日頃から牛の健康に気を配り、よ
だれや口の水ぶくれなど疑わしい症状
を発見した時は、直ちに最寄りの家畜
保健衛生所に連絡する。

日本家畜人工授精師協会はこのほ
ど、「乳用牛への黒毛和種の交配状
況（１７年７～９月）」を公表した。
黒毛和種を交配した割合は、全国
で３４．４％（前期比１．１㌽増、前年同期
比１．１㌽減）となった。
延べ人工授精頭数の約８割を占め
る北海道の黒毛和種交配率は、
２２．５％（同０．７㌽増、同０．７㌽増）だっ

た。都府県では、４８．６％（同１．６㌽増、
同３．２㌽減）と、２期連続で増加した。
延べ人工授精頭数は、北海道で２５万

５６９９頭（同４．９％増、同２．０％増）、都府
県で４万９４７２頭（同１２．６％減、同３．２％
減）となった。北海道は増加したもの
の、都府県ではすべての地域で減少し
た。
性判別精液利用の割合は、全国で

１２．９％（同０．５㌽増、同３．１㌽増）と、増
加が続いている。

佐賀県畜産試験場
黒毛
子牛群入れ替えがストレス要因に

編成せず移動で軽減

黒毛和種のみ増加見込み
１８年肉牛出荷頭数予測

立入制限と消毒の徹底を
口蹄疫の侵入リスク高まる

全国で１．１ポイント増乳
用
牛 黒毛和種交配率
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

最需要期過ぎ、
消費減退・輸入
量増加で弱含み

１２月は鍋物需要や年末年始向け手当
てによる最需要期で、相場が続伸した。
だが、前年同月と比べると、和牛は前
年並みだったものの、乳去勢牛及び交
雑種では１割前後下回った。
【乳去勢】１２月の大阪市場乳去勢牛
Ｃ２の税込み平均枝肉単価は、９８１円
（前年同月比９２％）となった。前月に
比べ３９円下げた（Ｂ２は２頭のみ）。
農畜産業振興機構は、１月の乳牛（雌
含む）の全国出荷頭数を２万６６００頭（同
９５％）と、減少が継続すると見込んで
いる。１月の輸入量は総量で４万２３００
ｔ（同１２２％）を予測。うち冷蔵品は、
引き続き米国産の輸入量の増加が見込
まれることから２万１１００ｔ（同
１２１％）、冷蔵品は、在庫を確保する動
きがみられるものの２万１２００ｔ（同
１２３％）と、どちらも前年同月をかなり
上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】１２月の東京市場交雑種

（Ｆ１）去勢牛税込み平均枝肉単価は、
Ｂ３が１５８３円（前年同月比９０％）、Ｂ
２は１２７２円（同８６％）となった。前月
に比べ、それぞれ１５７円、９５円上げた。
同機構は、１月の交雑種（雌含む）
の全国出荷頭数を１万８１００頭（同
１０１％）と増加を見込んでいる。
【和去勢】１２月の東京市場和去勢牛
税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２６８１円
（前年同月比１００％）､Ａ３は２４４１円（同

１０１％）となった。前月に比べ、それぞ
れ１６４円、２３８円上げた。
同機構は、１月の和牛（雌含む）の
全国出荷頭数を３万頭（同９６％）と見
込んでいる。牛全体の出荷頭数は７万

５９００頭（同９７％）と予測。
国産品と輸入品を合わせ
た出回り量の予測は、前
年同月をかなり上回る
（同１０５％）としている。
最需要期を過ぎ、例年
消費が減退し、引き合い
が弱まる時期となる。輸
入冷蔵品の増加が続いて
いることも相場の下げ要
因となろう。
年末年始の出費増に加
えて、食料品などの値上
がりもあり、消費者の節
約志向がより強まると予
想される。そのため、値
ごろ感のある等級、品種

（乳去勢牛、交雑種）の引き合いが強
まるものとみられる。相場は全般的に
弱含みになると見込まれるが、全体の
出荷頭数の減少が下支えすると予想さ
れる。
このようなことから、向こう１ヵ月
の大阪市場の税込み平均枝肉単価は、
乳去勢Ｂ２が９５０～１０００円、東京市場の
同枝肉単価は、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～
１５５０円、Ｂ２は１１５０～１２５０円、和去勢Ａ
４が２５００～２６００円、Ａ３は２３００～２４００
円での相場展開か。

出荷頭数増も消
費底堅く、大き
な下げはないか

１２月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５６９円（前年同月比
１０６％）、中物は５３４円（同１０６％）とな
った。前月に比べそれぞれ１２円、２４円
下げたものの、前年同月を上回った。
全国の出荷頭数が前年同月をやや下
回る一方、気温低下による鍋物などの
消費増加で堅調な相場展開となった。
農水省食肉鶏卵課は、全国の肉豚出
荷頭数を１月は１４３万４０００頭（同１０３％、
過去５年同月平均比１０３％）、２月は１３１
万頭（同１００％、同９９％）と予測してい
る。
農畜産業振興機構は、１月の輸入量

を総量で７万４３００ｔ（同９８％）と予測。
うち冷蔵品は、好調な需要を背景に、
過去５ヵ年平均を大幅に上回る３万
２４００ｔ（同１０７％）、冷凍品は、在庫を
調整する動きもみられ、前年同月を下
回る４万１９００ｔ（同９２％）を見込んで
いる。
例年１月後半からは不需要期で相場
が下げの展開となるが、今冬は寒さが
厳しいため、引き続き鍋物需要が期待
できる。出荷頭数及び輸入冷蔵品が増
える予測だが、豚肉の消費は底堅く、
相場の大幅な下げはないものとみられ
る。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５１０～５４０円、
中物は４６０～４９０円での相場展開か。

和子牛、枝肉相
場弱含む時期で
下げに向かうか

【乳素牛】１２月の素牛価格（左表）の
全国１頭当たり税込み平均価格は、乳
去勢が２５万１０円（前年同月比１２３％）、
Ｆ１去勢は４６万２９７３円（同９８％）となっ
た。前月に比べ、それぞれ１万２６３８円、
１万７１３４円上げた。
枝肉相場が続伸し、素牛の引き合い
も強まった。
肥育牛出荷が増えたため、空き牛舎
への導入意欲が強まることが予想され
る。両品種とももちあいで推移か。
【スモール】１２月の全国主要２３市場
の１頭当たり税込み平均価格（農畜産
業振興機構調べ、速報値）は、乳雄が１２

万８３２円（前年同月比１３３％）、Ｆ１（雄雌
平均）は２２万３３９１円（同８５％）となった。
前月に比べ、乳雄は２０３９円上げ、Ｆ１は
３７９２円下げと、両品種ともほぼ横ばい
だった。
両品種の取引頭数の減少傾向が続い
ており、もちあいで推移か。
【和子牛】１２月の和牛去勢の全国１
頭当たり税込み平均価格は８４万４２９２円
（前年同月比９４％）となった。前月に
比べ、３万７２４４円と大きく上げた。
枝肉の最需要期だったが、和牛の相
場は予想以上に上伸し、子牛の買いも
強まった。
今後は枝肉相場が弱含む時期となる
ため、子牛価格も下げに向かうと予想
される。

牛肉需要期である昨年１２月の大阪
市南港市場相場は一昨年同月と比
べ、値を下げた展開となった。
品種別の平均単価では、和牛は一
昨年より若干下げ（昨年２７２４円、一
昨年２７７３円）、Ｆ１は１００円以上の下
げ（同１５２３円、同１６５４円）、乳去勢も
同様１００円以上の下げ（同９５３円、同
１０６７円）だった。
和牛の相場が一昨年並みに維持し
たのは同市場だけでなく、近隣の市
場も同じ状況だった。それは和牛の
輸出が好調なことが一つの要因だ。
昨年から台湾とマレーシアへの輸出
が解禁された。特に台湾には、他国
のようにロース・ヒレなどの高級部

位だけでなく、１頭丸ごと輸出される
ため、量が伸びている。
関西地区にある和牛マスター食肉セ
ンター（姫路）は輸出に力を入れてお
り、ミャンマー・台湾・マカオ・タイ
向けの牛肉取り扱いが認定され、さら
に米国・ＥＵ向けの認定も進行中であ
る。また、月間のと畜頭数が２０００頭ま
で伸び、関西で存在が増している。
１月は一般に牛肉需要が落ち着く時
期だが、大阪南港市場では各購買者は
急な注文に対応するため、１２月の終盤
に競り合い、単価が急上昇。よって、
正月明けでの各購買者の在庫がほとん
どない状況のため、１月はある程度相
場が維持する見込み。本年は戌年。戌
笑い、景気が良くなり、今年一年の牛
肉需要がさらに高まり、枝肉相場が右
肩上がりになることを期待したい。
（全開連西日本支所神戸事業所・北
田学史）

牛肉需要の高まりに期待
和牛の輸出は好調
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